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 要 旨   

背景： 

日本ではアルコール軽度摂取後の顔面紅潮が不活性アルデヒドデヒドロゲナーゼ -2

（ALDH2）のヘテロ接合性と関連するという多くの報告がある。 ALDH2が不活性の人

は野生型 ALDH2 の人に比べ、アルコールに関連した口腔、咽頭および食道がんのリス

クが高い可能性がある。本研究の目的は、口腔や咽頭扁平上皮癌のあるフラッシャー（軽

度飲酒で顔面が紅潮する人）において上部消化管（UGI）の同時性や異時性癌のリスク

が高いかどうかを調べることである。 

方法： 

口腔および咽頭がんの治療を受けた患者においてカルテのレビューと 285 人へ送付した

アンケートにより後ろ向き研究(retrospective study)を実施した。フラッシャーあるいは

非フラッシャー、喫煙者（≧20パック年；1パック年= 1日タバコ 20本）あるいは喫煙

者、飲酒者（週 14単位以上のアルコール消費; 1単位= 22 g）あるいは非飲酒者として分

類される 150人の患者（52.6%）から回答を得た。これらの因子とUGIにおける二次原

発癌（SPC）の発生との関連を調べた。 

結果： 

カプラン-マイヤー分析によると、フラッシャーと飲酒者において 5 年で有意な UGI の

SPC増加があったが、喫煙との関連はなかった。多変量解析では、潮紅の経歴は UGIの

SPCと有意に関連が認められた（HR 2.64, 95％ CI 1.25-5.52、P = 0.0109）が、喫煙や

アルコール消費とは関連がなかった。 

結論： 

アルコール摂取後の顔面紅潮の経験に関する単純インタビューは、UGI の同期または異

時性の癌のリスクが高い患者を特定するのに有用である可能性がある。 

 


